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陥
っ
て
い
る
。

１
．
世
界
人
口
の
半
数
が
水
不
足
に
陥
る

　

過
去
百
年
の
水
の
歴
史
を
紐
解
く
と
、
人
口
増
加
率
の
２
倍
以
上
の
水
が
必
要
に
な
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
80
億
人
の
地
球
人
口
が
、
将
来
１
０
０
億
人
に
近
づ
い
た
場
合
、

現
在
の
２
・
５
倍
の
水
資
源
が
必
要
と
な
る
。
現
在
で
も
水
資
源
が
不
足
し
て
い
る
の
に
、
さ
ら

に
水
不
足
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
の
が
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
異
常
気
象
で
あ
る
。

　

世
界
各
地
で
極
端
な
干
ば
つ
が
長
期
化
し
土
地
が
干
上
が
っ
た
り
、
逆
に
異
常
な
降
雨
が
頻
発

し
、
水
の
安
定
供
給
が
極
め
て
困
難
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
“
少
な
す
ぎ
る

水
”
と
“
多
す
ぎ
る
水
”
の
偏
在
に
よ
る
両
極
端
化
が
年
々
激
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　

本
来
、
水
資
源
と
い
う
の
は
、
必
要
な
時
に
、
必
要
な
量
と
質
が
手
に
入
ら
な
け
れ
ば
資
源
と

し
て
活
用
で
き
な
い
。
国
連
機
関
は
、
こ
の
ま
ま
の
ペ
ー
ス
で
地
球
温
暖
化
が
加
速
す
る
と
、
２

０
３
０
年
に
は
世
界
人
口
の
半
数
（
約
40
億
人
）
が
水
不
足
に
直
面
す
る
だ
ろ
う
と
警
告
し
て
い
る
。

２
．
日
本
も
水
不
足
に
無
縁
で
は
な
い

　

海
に
囲
ま
れ
た
日
本
列
島
、
水
が
豊
富
と
思
わ
れ
て
い
る
が
、
日
本
の
水
資
源
の
約
３
割
は
、

　

自
国
に
水
源
が
あ
り
、
そ
れ
を
安
全
に
利
用
で
き
る
国
は
、
国
連
加
盟
国
１
９
３
カ
国
の
う
ち
、

僅
か
21
カ
国
し
か
な
い
。
大
半
の
国
は
多
国
間
を
流
れ
る
国
際
河
川
に
水
源
を
頼
り
、
上
流
国
と

下
流
国
で
激
し
い
水
争
奪
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
一
人
の
人
間
が
一
年
間
に
使
用
す
る
水
量
は
、

１
７
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
／
年
・
人
と
言
わ
れ
、
そ
れ
よ
り
少
な
け
れ
ば
水
ス
ト
レ
ス
、
つ
ま
り

日
常
生
活
に
不
便
を
感
じ
る
状
態
に
陥
る
こ
と
に
な
る
。
海
に
囲
ま
れ
た
島
国
で
あ
る
日
本
は
、

す
べ
て
自
国
の
水
源
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
先
人
の
知
恵
と
努
力
の
お
蔭
で
、
豊
か
な
水
資
源
を
享
受

し
て
き
た
我
々
日
本
人
は
、
残
念
な
が
ら
、
水
ス
ト
レ
ス
に
直
面
す
る
世
界
の
現
実
に
疎
く
、
水

の
大
切
さ
、
水
資
源
を
守
り
続
け
よ
う
と
す
る
意
識
に
乏
し
い
、
い
わ
ゆ
る
“
水
ボ
ケ
”
状
態
に
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発
展
に
尽
力
し
た
。
加
藤
清
正
は
白
河
の
洪
水
か
ら
城
下
町
を
守
る
た
め
に
治
水
を
行
い
、
立
派

な
城
下
町
を
築
い
た
。
江
戸
時
代
の
徳
川
家
康
は
、
水
害
の
絶
え
な
い
湿
地
で
あ
っ
た
関
東
平
野

を
、
利
根
川
の
流
れ
を
銚
子
に
変
え
る
（
利
根
川
の
東
遷
）
に
よ
っ
て
江
戸
の
町
を
、
当
時
百
万

人
の
住
め
る
世
界
最
大
の
大
都
市
へ
と
発
展
さ
せ
た
。

　

現
在
、
使
わ
れ
て
い
る
堤
防
も
、
９
割
以
上
が
江
戸
時
代
か
ら
の
遺
構
で
あ
る
。
現
代
で
も
す

べ
て
の
経
済
は
水
で
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
生
活
用
水
、
農
業
用
水
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
電
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
て
も
、
水
力
発
電
、
火
力
発
電
、
原
子
力
発
電
も

水
が
無
け
れ
ば
稼
働
で
き
な
い
。
先
端
産
業
の
半
導
体
産
業
も
多
量
の
水
と
超
純
水
が
無
け
れ
ば

デ
バ
イ
ス
を
製
造
で
き
な
い
。

４
．
日
本
の
水
が
危
な
い
…
…
日
本
が
直
面
す
る
水
問
題

　

日
本
が
早
急
に
手
を
う
つ
べ
き
課
題
の
一
つ
が
上
下
水
道
イ
ン
フ
ラ
の
再
構
築
で
あ
る
。
日
本

の
上
下
水
道
の
多
く
は
昭
和
30
年
代
の
高
度
経
済
成
長
期
に
布
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
既
に
多

く
の
施
設
が
還
暦
を
迎
え
老
朽
化
が
加
速
し
て
い
る
。

⑴　

水
道
漏
水
事
故
は
年
間
２
万
件

　

全
国
各
地
で
発
生
す
る
漏
水
事
故
は
年
間
２
万
件
を
超
え
て
い
る
。（
厚
生
労
働
省
水
道
課
調

こ
れ
ま
で
梅
雨
と
台
風
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
地
球
温
暖
化
に
よ
り
、
梅
雨
前
線

が
日
本
列
島
に
長
く
留
ま
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
、
さ
ら
に
台
風
の
進
路
は
予
想
を
超
え
る
動
き

と
な
り
、
ま
た
天
然
の
ダ
ム
と
い
わ
れ
る
積
雪
も
、
こ
の
百
年
で
約
３
割
も
減
少
し
て
い
る
。

　

我
々
が
使
用
し
て
い
る
水
は
２
種
類
あ
り
、
河
川
水
や
ダ
ム
湖
、
沼
の
水
は
直
接
目
に
触
れ

「
表
流
水
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
実
は
直
接
目
に
触
れ
な
い
「
伏
流
水
」
と
呼
ば
れ
る
地
下
水

も
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
山
間
部
に
降
っ
た
雨
や
雪
が
地
中
に
し
み
込
み
、
地
下
水

と
な
り
、
湧
水
と
な
っ
て
川
へ
流
れ
込
み
、
10
年
か
ら
20
年
、
長
け
れ
ば
百
年
の
歳
月
を
経
て

我
々
に
水
の
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
し
か
し
地
球
温
暖
化
が
、
こ
の
ま
ま
続
け
ば
日
本
は
こ

れ
ま
で
の
よ
う
な
豊
か
な
水
資
源
に
恵
ま
れ
た
国
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

３
．
水
資
源
は
す
べ
て
の
経
済
活
動
の
源

　

世
界
の
文
明
は
い
ず
れ
も
豊
富
な
水
を
湛
え
た
大
河
か
ら
発
祥
し
て
い
る
。
大
き
な
河
の
流
域

で
文
明
が
発
達
す
る
の
は
、
暮
ら
し
に
必
要
な
水
が
、
す
ぐ
に
手
に
入
り
、
作
物
を
作
り
易
く
、

ま
た
筏
や
船
を
通
じ
て
、
一
度
に
多
く
の
物
資
を
輸
送
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
日
本
の
戦
国
時
代

を
見
て
み
よ
う
。
戦
国
大
名
は
領
国
繁
栄
の
た
め
、
治
水
事
業
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
年

貢
米
が
す
べ
て
の
経
済
の
基
本
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
武
田
信
玄
は
暴
れ
川
と
い
わ
れ
た
笛
吹
川
の

治
水
や
信
玄
堤
と
い
う
独
特
の
堤
防
の
建
設
で
洪
水
を
防
止
し
、
農
業
を
盛
ん
に
さ
せ
、
領
国
の
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べ
）
水
道
配
管
の
交
換
目
安
（
耐
用
年
数
）
と
さ
れ
る
40
年
を
超
え
た
老
朽
化
配
管
の
取
り
換
え

が
必
要
だ
が
、
全
国
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
水
道
管
総
延
長
約
72
万
キ
ロ
の
0
・
7
％
し
か
更
新
さ

れ
て
い
な
い
、
こ
の
ま
ま
の
更
新
率
（
0
・
68
％
）
で
、
す
べ
て
の
配
管
を
交
換
す
る
に
は
、
１

３
０
年
以
上
も
要
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
も
老
朽
化
が
加
速
し
全
国
で
漏
水
事
故
が
頻
発
す

る
。

⑵　

遅
れ
て
い
る
耐
震
化
対
策

　

地
震
大
国
の
日
本
に
と
り
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
耐
震
化
は
、
国
民
の
命
を
守
る
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。
水
道
の
耐
震
化
率
は
①
基
幹
管
路
で
40
・
9
％
、
②
浄
水
施
設
で
32
・
6
％
、
③
配
水
池
で

58
・
6
％
、
い
ず
れ
も
令
和
元
年
の
数
値
で
あ
る
が
、
水
道
は
す
べ
て
繋
が
っ
て
い
る
の
で
、
ど

こ
で
破
断
し
て
も
、
す
べ
て
の
水
道
が
断
水
す
る
こ
と
に
な
る
。
早
急
な
る
耐
震
化
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

⑶　

浸
水
対
策
な
し
の
浄
水
場
…
…
全
国
で
５
７
８
箇
所

　

河
川
の
氾
濫
な
ど
で
浸
水
の
恐
れ
が
あ
る
浄
水
場
は
、
全
国
で
５
７
８
箇
所
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
が
２
０
１
８
年
９
月
に
全
国
の
浄
水
場
３
５
２
１
箇
所
を
調
査
し
た
結
果
、
22
％
に

当
た
る
７
５
８
箇
所
が
浸
水
想
定
区
域
内
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
76
％
の
５
７
８
箇
所

は
浸
水
対
策
（
入
口
の
嵩
上
げ
や
、
防
水
扉
の
設
置
、
電
気
室
の
耐
水
化
）
が
な
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
も
浄
水
場
５
４
２
箇
所
あ
る
が
、
そ
の

う
ち
４
９
６
箇
所
が
未
対
策
で
あ
る
。
し
か
し
厚
労
省
は
、
各
自
治
体
の
承
諾
が
得
ら
れ
て
な
い

と
し
て
、
個
別
の
施
設
名
を
公
表
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
積
極
的
に
施
設
名
を
公
表
し
、
対
策
を

急
ぐ
こ
と
が
、
国
民
へ
の
正
し
い
政
策
で
あ
ろ
う
。

５
．
水
道
行
政
が
厚
生
労
働
省
か
ら
国
土
交
通
省
に
移
管

　

約
60
年
に
渡
り
水
道
行
政
は
厚
生
労
働
省
（
旧
厚
生
省
）
が
所
管
し
て
い
た
が
、
今
国
会
で
国

土
交
通
省
（
国
交
省
）
に
移
管
す
る
法
案
が
提
案
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
背
景
は
令
和
４
年

の
厚
労
省
の
「
感
染
症
対
応
能
力
強
化
に
向
け
た
組
織
見
直
し
」
の
一
環
と
し
て
、
政
府
の
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
で
水
道
行
政
移
管
の
方
針
が
ま
と
ま
り
、
い
ま
ま
で
国

交
省
が
所
管
し
て
い
た
下
水
道
行
政
と
一
体
化
し
、
令
和
６
年
度
か
ら
国
交
省
が
水
道
整
備
・
管

理
行
政
を
行
う
方
向
で
法
案
作
り
が
進
行
し
て
い
る
。

　

国
土
交
通
省
は
、
水
関
係
で
は
河
川
、
港
湾
、
水
資
源
、
下
水
道
、
さ
ら
に
道
路
行
政
を
所
管

し
て
お
り
、
例
え
ば
災
害
対
策
に
お
い
て
地
方
組
織
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
国
が
災
害
対
策

に
直
接
関
与
で
き
る
仕
組
み
を
目
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
勿
論　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
基
づ
く
水
資

源
の
包
括
的
な
維
持
管
理
も
期
待
で
き
る
。
今
後
の
法
案
作
り
に
期
待
し
て
い
る
。
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